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同文書院記念報 VOL.23（2015.3）
編集後記
　2014 年度の東亜同文書院大学記念センターの活動記録ともいうべき『同文書院記念報』
第 23 号をお届けします。
　23 号では、はじめに特集として昨年 12 月の国際シンポジウム「東亜同文書院の中国研
究―その現代的意味」での報告論文を掲載しました。各論文をご一読戴ければ、書院研究
の新しい地平の一端が見えるのではないかと思います。中国の社会と国家、さらに民族に
ついて様々な議論がこれまでにも展開されてきました。
　とりわけ、中華人民共和国成立後は、その極端なまでの政治変動に右往左往してきた日
本の研究状況がありました。現在、すでに 60 年以上の時間を経た「新中国」ですが、毛沢
東が天安門上で建国を宣言した当初のように、夢と希望の天地であるかのような幻想を抱
いている人々は今や稀でしょう。「大躍進」や「文化大革命」が与えた惨害を目のあたりに
して、そして「改革開放」の生み出した光と影を見て、中国理解というものの困難さをひ
しひしと感じるようになっているのではないでしょうか。私自身も、例外ではありません。
そうした中、今から一世紀前に東亜同文書院が行った中国研究は、レイノルズ教授の指摘
された“bottom-up”型であり、いわば中国に即した理解への方法論をもっていたといえる
かも知れません。従って、書院の中国研究は、きちんと再評価されるべきであると思います。
もちろん、当時の歴史状況を踏まえた批判的継承でなければならないことはいうまでもあ
りません。
　また 23 号では、今年度からポスト＝ドクターとして勤務している野口武氏の論文を始め、
継続的な資料紹介、さらに中山優、日中仏教交流に拘わる水野梅曉と藤井草宣など書院縁
の人物に拘わる資料も紹介することが出来ました。加えて、ＯＢの方々からの貴重な回顧
も掲載できました。現在、上海交通大学とは東亜同文書院に関する共同研究を進めており、
3 月 20 ～ 23 日の日程で研究活動の打合せなどのための会議を行ってきました。会議では、
現在進めているプロジェクト「東亜同文書院を軸とした近代日中関係史の新たな構築」の
進行状況と今後の協力の進め方、さらに協力拡大の方向性などについて議論されました。
東亜同文書院とはよい関係にあった時期もある交通大学とは、今後も交流を深めていきた
いと思います。
　第 23 号から、論文を一段組にしました。これは、研究紀要としての性格を際立たせるた
めの変更です。今後、投稿規定や執筆要領の策定などを整理して参ります。
　なお、『同文書院記念報』は自由な言論の場であります。従って、掲載された文章の主張
はあくまでも執筆者個人のものであり、本センターとは必ずしも一致するものではないこ
とをご承知おき下さい。
2015 年 3 月 23 日
東亜同文書院大学記念センター長　三好 章
